
新型コロナワクチンの接種誤りについて

市内医療機関において、新型コロナワクチンの接種誤りがあったことが判明しましたので、

その経緯等をお知らせします。

記

１ 概要

市内福祉施設において市内医療機関が新型コロナワクチン接種を実施したところ、保管期

限が過ぎているワクチンを 37 名（市内 33 名、市外 4 名）に接種していたことが判明しまし

た。

なお、当該福祉施設及び医療機関から対象者に健康状態の確認を行った結果、現時点で健

康状態に異常はありません。

２ 経緯

3月 1日 市内福祉施設において市内医療機関が 37 名（市内 33 名、市外 4名）に保管

期限が過ぎているモデルナ社製オミクロン株 2価ワクチンを接種

3月 8日 市において当該医療機関の予診票に記載の接種記録の登録作業中、保管期限

が過ぎているワクチンの接種が判明

３ 今後の対策

新型コロナワクチン接種を行う市内医療機関に対し、ワクチンの保管期限及び取り扱い方

法等の確認を徹底し、再発防止に努めるよう市医師会と連名で通知しました。
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